
Ⅱ 研究交流･教育･社会活動

は じめ に

研究所貝が行った研究および関連の活動で､年

報の研究英紙発表の項目に掲載されないものにつ

いてまとめたものである｡1.については研究所

庶務係の資料より､2.以下については､所員か
らのアンケート(海外出張者等を除く31名の教

官からのき料)に基づいた｡

1.研究所に滞在した外国人研究者

(平成3-5年度)
(年度 氏名 年齢 国籍 現職 措在期間 備考 順)

A.外国人研究員

平成3年度
カデーナ アルベルト53

コロンビア コロンビア国立大学主任教授

3.7.1･-4.6.30.

平成4年皮
アイバーセンⅠ.H.43

デンマーク ノース･フロリダ大学準教授

4.6.24･-5.4.23.

平成5年度

新規招噂者なし

B.招へい外国人学者等 無印 招聴外国人学者
◎印 外国人共同研究者

平成3年度

◎アルベルトヌニエス40

コロンビア -3.10.13- 3.10.26科研費.

◎ェレンイングマンソン33

アメリカ ワシントン大学研究員

3.9.21- 3.8.20学術振興会.

平成4年度
なし.

平成5年度

◎バンバン スリョプロト35
インドネシア ボゴール凸科大学講師

5.6.18-5.9.17ボゴールrT"科大学.
◎ウォルラーベンベラ25

ベルギー ー5.6.8- 5.6.28科研焚.

(1991-1993年度)

平成6年度韮長頬研究所自己点検･評価委員会

イバーセンハンスⅠ.44

デンマーク ノースフロリダ大学準教授

5.4.24- 5.8.18科研費.

◎へイズ バネッサ J.27

オーストラT)ア

6.3.29- 8.3.28学術振興会.

2.国際的研究集会
招待講演

CongressderGesellschaftfurPrimatologie.
Bochum,GERMANY(19919.30-10.2)

ILRAD(国際動物析研究所)の研究集会(1991)
TheSecondlntercongressSymposium ofThe

AsiaandOceaniaSocietyforComparative

Endocrinology(Chiangmai)(1993)

日米医学協力研究会会読､米国･アラバマ州立

大学(1991)

htemationalPrimatological Conferenceし
Understanding Chimpanzees: Diversity and

Survival(Chicago,Decemberll-15.1991;The

ChicagoAcademyofScicnccs)

ThOGreatApesConfcrcnco:Conservationof

thoGreatApesintheNewWorldOrderofthe

Environment (Jakarta & Pangkaalanbun,

Indonesia, (December 18-21, 1991. The

OrangutanFoundation)

第22国際動物行動学会､京都 (1991)
シカゴ科学院シンポジウム ｢チンパンジー｣､

U.S.A.(1991)

･第25国際心理学会 (1992)

国際比較心理学会､ブリュッセル (1992)

国際行動発達学会､ブラジル (1993)

第23国際動物行動学会､スペイン

｢捕神科学と条件反射｣レニングラード､実験

学研究所

｢学習と記位のシンポジウム｣富山､富山医科

薬科大学

International Conference: Peace Through

Mind,BrainScienceHamamatsu(1991)
Brain Mechanisms of Perception and
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Memory:FromNeurontoBchabior(1993)

DymamicsofPerception(1993)

2ndInternationalGABABSymposium(1992)

JRDC Forum for multi-descliplinary re-

searches"ProbingintotheBmin"(1993)

Functionallinkngebe叫eenthecerebralcor-

toxandbasalgangliainthecontrolofvolun-

tarymovement(1993)

ⅩⅣ Congress/Oflps,Strasbourg(1992)I
2mdlntercongressSymposium oftlleAsia

and Oceania Society for Comparative

Endocrinology,Chiangmai,Thailand(1993)

Tbo5thInternationalConferenceonAspartic

proteinases.Sept.19-24,Gifu,Ja占an(1993)

第13回国際血栓止血学会 (アムステルダム)

(1991)

第14匝=司際血栓止血学会 (ニューヨーク)

(1993)

GrobalForestryForum(1992)

議長致

平成3年度 :2 平成4年度 :4

.平成5年度 :2

主催･企画数

平成3年度 :2 平成4年度 :2

平成5年度 :1

3.国際的交流 ･協力事業
(文部省科研費国際学術研究の代表および分

担を含む):｢表題｣､年度､組織･資金源､

備考の順

｢霊長類頭蓋学に関する研究｣

1992年度(1992.6.1-1993.3.31)､毛利俊雄･文

部省在外研究長期､スイス､フランス､英国､

アメリカ合衆国の大学､博物館にて霊長類の頭

蓋骨を計測､観察｡

｢日本学術振興会海外派退駐在員ナイロビ研究連

絡センタ一派過｣､
1993年度､国松 豊･日本学術振興会

｢アフリカ乾燥帯における霊長類の進化生態学的

研究｣

1991年度､代表 :日本モンキーセンター河合雅

雄･文部省科研費

｢ヒヒ頬の種分化と雑種形成に関する生態学的集

団退伝学的研究｣

1992-1993年度､代表者 :宮崎大学教育学部岩

本俊孝 ･文部省科研費

｢アジア産マカクの集団遺伝学的研究｣

1992年度､川本 芳･研究所特別事業費

｢住血吸虫頬の遺伝子マッピング｣

1991年度､平粥聾久･日射紺 研究会･ニュー

ヨーク州立大

｢アジアにおける日本住血吸虫類の種分化に関す

る研究｣

1993年度､代表 :帯広畜産大学吾妻 健･文部

省科研費

｢東南アジアの霊長頬の進化｣

1992年度､相見 満･文部省在外研究､大英博

物館､ライデン博物館､フランス自然史博物館

の模本の観察

｢コノハザルの分布の調査｣

1993年､相見 満･委任経理金､インドネシア､

スマトラ島でコノハザルの分布域を現地調査し

た｡

｢アフT)カ生息霊長類の比較行動･生態学｣

1991-1993年度､代表:霊長類研究所杉山執 ･

文部省科研費､所内では松沢､大沢､山越､三

輪､熊崎が参加

｢アフリカ乾燥帯における霊長類の進化と生態学

的研究｣

1991年度､代表 :日本モンキーセンター河

合雅雄 ･文部省科研費

｢ゴリラとチンパンジーの種間関係についての生

態学的研究｣
1991年度､分担 :山橿寿一･文部省科研賓､ザ

イール

｢ゴリラとチンパンジーの種間関係について｣

1993年度､山極寿一･研究所特別事業費､ウガ

ンダ･ガボン

｢野生ピグミーチンパンジ二の地域社会の構造と

個体の生活史の研究｣

1991年度 (第2次)､及び1992年度 (第3次)､

代表 :霊長研 究所加納隆至･文部省科研費､

京都大学を中心とする調査隊･課題番号020410

49･野生ピグミーチンパンジー､及びチンパン

ジーの生態･社会に関する野外研究

｢高所住民の発達した老化に関する生理学的研究一

環墳適応とライフコース-｣

1993年度 :パキスタン･中国､代表 :京都大学

医学部堀 了平 ･文部省科研費
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｢霊長類種間交雑に関する研究 (スラウェシ島で

の事例)｣

1991年度､代表 :霊長類研究所竹中修 ･大事財

団､渡辺毅 (椙山女学園大学)･浜田租 (岡山

理科大)･川本芳 ･藤田和生が参加 ･スラウJL

シマカタの雑種形成に関する学際的調査 ･スラ

ウェシ島 (インドネシア)

｢知性に関する比較認知科学的研究｣
1993年度､代表 :霊長矯研究所松沢哲郎 ･文部

省科研史 (国際共同)､小嶋祥三 ･藤田和生 ･

友永雅己･HerbertTerrace(コロンビア大)･

RichardHerrnstein(ハーバード大)等による

知性に関する共同研究

｢マダガスカルにおける昼行性原猿頬の生態学的

研究｣

1993年度､代表 :京都大アフリカ地域研究セン

ター小山直樹､文部省科研史

｢workingMemoryandPrefrontalContexJ

1991-1992,HumanFrontierSciencoProgram,

アメl)カエール大学のRakic.GoldmanRakic

との共同研究

｢米国ハンプシャー大学分子生物生化学教室客員

科学者｣

1993.48､野崎真澄 ･米ニューハンプシャー大

学

｢タイ国におけるカニクイザルの調査｣

1992.11､竹中修 ･私史

｢インドネシアスマトラ島におけるカニクイザル

の調査｣

1993.9､竹中修 ･私費

｢カニクイザルのグロビー逝伝子とマラリア抵抗

性｣
1993.11､代表 :京都大学霊長研 究所竹中修･
文部省科研費､竹中 ･p.varabudhi教授による

タイ国内でマカクの捕獲調査

｢サル頬の飼育下繁殖システムの指導｣

1991年度､松林清明･∫ICA専門家派遣､ケ

ニア霊長類研究所

｢熱帯多雨林の大規模山火事後の植生回役過程｣

1992･1993年度､代表 :京都大学霊長類研究所

東 絃 ･文部省科研焚､全13名･野外研究

｢マカク屈サル類の成長に関する研究｣
1992年度､竹中 ･川本 ･Chulalongkora大P.Va

raVudhi教授らによるタイ国内でアッサムモン

キー･アカゲザルの捕狂調査

4.国内研究集会 (研究所内開催分は除く)

開催年度 (平成)
3 4 5

招待講涜致

学術典会

社会教育典会

試長数

社会教育集会

企画主催数

学術集会

社会教育集会

10 19 23

10 14 ' 14

1 1 4

1 3 50 0 0
5.文献以外の美枝発表および被紹介記事数

年皮 (平成)
3 4 5

新聞

テレビ･ラジオ

6.社会的学術活動

学会役員

学会誌等編集委員

文部省･日本学術振興会委員

自治休委員

その他の団体委員の等

1

2

3
1

3

4

1

･

7.受 賞

1991年度秩父宮記念学術賞受賞 ｢京都大学ヒマ

ラヤ医学学術登山隊1989-1990年の某紙｣

1991年､中山賞 (中山科学振興財田)

1993年､各務財団優秀図番箕

1993年度日本動物学会論文焚 ｢Zoological

ScienceAward｣ナメタジウオノハチェックのビッ

トと脊椎動物の下垂体の板紙的相同性

1994年度家畜緊靖学会学会員 ｢島村貨｣ニホン
ザルの季節繋柄リズムの発現枚序

(94年皮自己評価点検委員会 :大帝秀行)
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